








県の次期循環器病対策推進計画に対する小委員

会委員の意見

・急性心筋梗塞患者に対するPCI実施率の項目に

ついて、 ロジックモデルで件数は把握している

ため実施率を算出することは可能。 しかし分母

である急性心筋梗塞の診断根拠が、 医療機関に

よってばらつきがあるため、 どこまで正確にす

るのかという問題もある。

・心臓血管外科手術が実施可能な医療機関数の項

目について、 数が多ければ良いわけではない。

そのため学会としては、 医療機関数を絞る方向

になっている。 その方が患者のアウトカムに

とっても良い。

・両立支援コ ー デイネ ー タ ー の基礎研修の受講人

数の項目に、 循環器病に両立支援の視点も入れ

て欲しい。

また本部委員会において、 小児から成人への移

行医療における社会生活のサポ ー トも重要という

意見が出た。

(3)令和5年度の事業案（予算要求状況）につ

いて

令和5年度は、 令和4年度の継続事業を検討し

ている。研修会開催も健康対策協議会へ委託する

こととし、 患者代表も小委貝会委員に加わり、 委

員人数が増えたこともあり予算は増額となる予定

である。 心疾患関連では、 予防啓発資料は、 令和

4年度に国の脳卒中・心臓病等総合支援センタ ー

モデル事業に選定された、 全国の10自治体が作成

中である。 それが令和5年度中にできれば、 烏取

県でも啓発に活用できるかもしれないという話が

あった。

(4)令和5年度「脳卒中・心臓病等総合支援セ

ンタ ー モデル事業」の公募について

「脳卒中・心臓病等総合支援センタ ーモデル事

業」として、 モデル的に令和4年度に全国10自治

体12病院において先行的に実施し検証を行ってい

る。 令和5年度も、 予算額を上げて選定数を増や

し公募がある予定である。 令和4年度に引き続き

鳥取大学医学部附属病院が応募予定であり、 鳥取

県として当該病院を推廊することについて、 各委

員の承認を得た。
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